
事業番号 事業名
事業開始
年度

605 若者職業的自立支援推進事業 18年度

604 若者育成支援事業
24年度
（補正予
算）

新26-051 地域若者サポートステーション事業

26年度
（当初予
算概算要
求中）

新26-046 サポステ卒業者ステップアップ事業

26年度
（当初予
算概算要
求中）

行政事業レビューシート事業番号と
地域若者サポートステーション事業の対応関係について

平成24年末の政権交代に伴い、若年者の早い段階の「再チャレンジ支援」の取組を
強化し、若者の職業的自立を図るため、地域若者サポートステーション事業を実施す
るための経費として措置。
（地域若者サポートステーション事業は、平成18年度から平成24年度までは「605　若
者職業的自立支援推進事業」として予算措置していたが、平成25年度は「604　若者
育成支援事業」として予算措置。）

※「若年者人材育成・定着支援奨励金」とセットで、若者育成支援事業と称している。

地域若者サポートステーション事業、若者自立支援中央センター事業を実施するため
の経費。
なお、平成25年度以降については、若者自立支援中央センター事業の経費のみ。

平成26年度において、地域若者サポートステーション事業を実施するための経費とし
て要求中。

平成26年度において、サポステの支援を受けて就職した者を対象に、ステップアップ
相談及び職場定着のためのフォロー等を実施するための経費として要求中。

内容



 
 

 

地域若者サポートステーション（１１６か所）  

学 校 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

       地域若者サポートステーション事業      ２４年度予算額：２０億円   

引きこもり 

地域支援センター 

子ども・若者 

総合相談センター 

ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ 

職
業
訓
練
機
関 

コンサルティング（相談） 
職業的自立に向けた専門的相談 
就労に向けた問題点の洗い出し 
目標・課題の設定 

ステップアップ 
（基礎能力取得） 
各種セミナー等を通じた啓発 
コミュニケーション訓練 
ビジネスマナー 

実践・アクション 
（自信をつける） 
各種就職支援プログラム 
職場見学により就労イメージを作る 
職場体験により成功体験の積み重ね 

《支援対象者（ニート等）》 
 
働きたいけど・・・ 
 
 
 
 
 
 

連携 

地方自治体 商工会・商店街 公民館 

就労に向けた支援 

就
職
活
動
へ
 

 若者自立支援中央センター（全国１か所） 
  サポステスタッフ研修、情報交換会、業務指導、情報収集・提供 等 

○ ニートの若者の自立を支援するためには、各人の置かれた状況に応じて個別・継続的に包括的な支援を行うことが必要。 
○ このため、地方自治体との協働により、地域の若者支援機関からなるネットワークを構築し、その拠点として「地域若者サポー

トステーション」（愛称：サポステ）を運営し、ニートの縮減を図る（平成18年度から事業開始。若年無業者の支援に関するノ
ウハウを有する民間の団体へ事業委託）。 

○ 平成24年度は、この設置拠点を拡充するとともに、高校中退者等を対象とした訪問支援（アウトリーチ）による学校教育からの
円滑な誘導体制及び職業訓練に移行した者等の継続的支援を拡充するなど、ニートの若者の職業的自立支援を強化することとす
る。 

○ 「新成長戦略」に掲げられた目標：「地域若者サポートステーションにおける就職等進路決定者数10万人」（2011年度から10年
間）    

連
携 

就職・進学をせず、その
準備等もしていない   
大学新卒者 ３万人 

（平成25年３月卒 文部科学省
「学校基本調査」） 

誘導 

650  

1,930  
2,925  

4,660  

6,742  

12,165  

14,713  

H18 H20 H22 H24

  (25)    (50)     (77)     (92)    (100)  (110）（116所） 

進路決定者数の推移 

就
職
等
 
 
 

進
路
決
定
 

（一人一人の事情が異なる） 

 
・どうしたらよいかわからない 
・コミュニケーションが苦手     
・人間関係の躓きで退職後、   
 ブランクが長くなってしまった 
 

ニート数 ６３万人 

（平成24年総務省 

    「労働力調査」） 

○高校中退者等アウトリーチ事業  
  ニート化予防、切れ目のない支援 
・高校、教育委員会等と連携の下、高校中退者等の自宅

等へ訪問支援（アウトリーチ）実施

○生活支援等継続支援事業 
・高校中退者等に高校再入学、高認試験受験等の学び直

し支援 

・職業訓練へ移行した者等への生活習慣改善の定着、コ

ミュニケーション能力向上等を目的とした生活訓練等を実

施

○本体事業 



地域若者サポートステーションの支援メニュー例（専門的な相談） 

        

 

 

ほうふ若者サポートステーションの例 ： キャリア・コンサルタントによる専門的な相談 

キャリア・コンサルタント（働くことについての相談支援の専門家）が相談 

指導的なことをせずに目標・課題を明らかにして共有し、スモールステップを設定 

出来ることが増え
る 

自信 

社会に出る 
人と接する 

経験 

就業スキル 

正しい自己評価

能力 

自分の課題 

向き合う 

＜専門的な相談で＞ 
 

・ 原因や課題を考える 
・ 対策を検討する     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価をフィードバック 
 

＜ステップアッププログラム、
職場体験などで＞ 

 

実行し、効果を検証 

個別の事情 

働いた経験がない 

働くことが不安 

人と話すことが苦手 

自信がない 

何をしたらよいか 
分からない 

社会経験が不足 
スモールステップ 
目標設定 

Point ! 

Point ! 



        

 

 

    We Love サポステ活動 
＜内容＞・あいさつ、自己紹介など 

      ・名札、クリスマスリース作成など 

      ・ルミナリエ体験取材 

      ・サポステサロン（仲間との交流、共同作業） 

◆ ２ヶ月 （毎週１回２時間） 

 

 

 

       プレ就活倶楽部 
＜内容＞・キャリアプラン編（仕事とライフプランについて考える） 

      ・しごと理解編（様々な職種、働き方について学ぶ） 

      ・社会人マナー編（あいさつや言葉遣いの基本を学ぶ） 

      ・面接準備編（面接までの心の整え方等を学ぶ） 

※グループワーク中心にキャリア・コンサルタントが実施 

◆ ９０分 × 各２～４回 

２つを組み合わせて支援  

こうべ若者サポートステーションの例 ： We Loveサポステ活動＋プレ就活倶楽部 

受
付
・面
談 

We Loveサポステ活動＋プレ就活倶楽部 

職場体験（約１週間） 

マ
ッ
チ
ン
グ 

事
前
研
修 

体
験
実
施 

振
返
り
面
談 

写真P.141 

自己効力感を高め、意欲を醸成  

Point ! 

Point ! 

        

 

 

 

地域若者サポートステーションの支援メニュー例 
（ステップアッププログラム＋職場体験） 



  ニートの若者の就労を支援する「地域若者サポートステーション」(愛称：サポステ、平成18年度

より事業開始）を活用し、「学び直し」等により、安定した就職機会にキャリアアップできるよう、
サポステの支援を受けて就職した者を対象にステップアップ及び職場定着フォローのための相
談支援を新たに行う。 

サポステ卒業者ステップアップ事業(仮称)  

就 
 
職 

○サポステ相談支援事業  
 ・専門的相談の実施  
 ・職場体験等、各種セミナー 
  の実施 

 

○サポステ・学校連携推進事業 

 ・在学生支援 
 ・中退者支援の強化 
 
○若年無業者等集中訓練プログラム 
 事業 
 ・合宿形式を含む生活面等の 
  サポートと職場実習の訓練を  
  集中的に実施。

地域若者サポートステーション  
(サポステ）  

訓練等進路決定 

職場定着 
フォロー(新規) 

ﾆｰﾄであった期間が
長く職場になじむ 
まで時間がかかる 

キャリア 
アップ 

学び直し支援 
 
 

雇用保険制度
の見直し等に
よる社会人へ
の支援措置の
実施 
 
 
 

現行事業 

誘   導 

ステップアップ相談(新規) 
 
 

 
 
 

学び直しプログラム等に
つなげるためのキャリア
コンサルティングを行い、
安定した雇用を目指す 

平成26年度要求額 
285百万円 

現行事業は、就職するまでを支援。ステップアップ事業は、サポステによる支援を経て就職した若者を支援。 
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